
「キッズ建築プロジェクト in クローバー通り」を開催しました！ 

 

 
 

 

今回の「キッズ建築プロジェクト inクローバー通り」は、天竜高校の近くにあるクローバー通りを

若い世代が考えて、より活性化しようとするプロジェクトです。本校の建築系列の学びを生かした”地

域”を活性化させる建物を考案する”建築”の要素、アイデア豊富な小中学生を対象とし、継承や教育還

元の”次世代育成”の要素、プロの建築家をお招きしてコンペティションの機能をもたせることで一緒

に審査をする経験を積む”建築家育成”の要素が詰まった”天竜高校らしさ”溢れる企画です。 

 ６月下旬に採用が決定し、まずは参加者募集の周知活動のために近隣の小中学校や天竜区役所、天

竜商工会を生徒自ら回りました。 

 

  
↑天竜区役所              ↑二俣小学校 

 

 



８月には参加者にご来校いただき、事前アイデア交流会を実施しました。主催となる高校生が小中学

生と一緒に考え、良いアイデアを形にする手伝いをさせてもらいました。最初はお互い緊張していま

したが、地域や建築に対する思いを共有し合い徐々に交流が深まりました。 

 

 
 

同月、審査員長をお願いしたプロの建築家である磐田市にご在住の渡辺隆さんにご来校いただき、

このプロジェクトに対する思いや進め方をお伝えし、多くのアドバイスをいただきました。生徒たち

は渡辺さんの優しい人柄に惹かれ、様々な相談事を解決してもらい、とても安心した表情をしていま

した。 

 
 

９月には小中学生からアイデアが提出され、それらを基に再度方向性を検討しました。渡辺隆設計

事務所にインターンで来ていた静岡理工科大学の生徒からも意見をもらいながら、協議を進めまし

た。建築に携わる人々との交流は、建築家を目指す３人にとって大きな刺激となりました。渡辺隆さ

んからは、「建築だけでなくクローバー通りという街の中で考えることや模型まで作ることは大学の

卒業制作のようであり、建築の視野を広げることまで考えている」と評価していただき、生徒の励み

になりました。 

 

 



 当日を迎えるまでにクローバー通りの模型を完成させるべく、運営の３人だけでなく仲間への思い

や地域への思いで集まった建築系列やクラスの生徒の手伝いを借りながら、毎日放課後残って作成を

続けました。生徒たちからは「これが青春だね！」という楽しそうな声が聞こえてきました。 

 

  
  

そして、当日は参加者の子どもたちと出したアイデアを基に模型作りをしました。それぞれの個性

を出しながら、建築系列の生徒や保護者の方と協力してとても良いものが出来上がりました。最優秀

賞には清竜中２年の蒔田さんの作品が選ばれ、嬉しそうな表情を見せてくれました。運営に携わった

生徒たちも、参加者の皆様にも笑顔が多くみられ、プロジェクトは大成功に終わりました。すべての

関係者の皆様、本当にありがとうございました。 

 

  
↑開会式                ↑模型作り材料の説明 

 

  
↑渡辺隆設計事務所の模型紹介 



  
↑サンプル模型作り 

  
↑実際の模型作り 

  
 

  
↑完成した模型をクローバー通りに建てて、それぞれのコンセプトを説明しました。 



  
↑１つ１つの作品を審査         ↑全員で記念写真 

 

尚、作成したクローバー通りの模型と参加者の作品は 10月下旬から約１か月程度クローバー通りに

展示していただけることになりました。さらに 10/19(土)にプレ葉ウォーク浜北で行われる「2025

ザ・山フェス」で運営に携わった３人が 14 時から登壇し、作成した模型を紹介・展示させていただ

きます。 

 

※このドリーム・プロジェクトは、公益財団法人はごろも教育研究奨励会から助成を受けて実施して

います。 

 

 


